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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
明
る
い
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
今
年
で
合
併
後
4
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
は
そ

の
歩
み
を
早
め
、
ま
た
、
地
方
分
権
の

進
展
に
と
も
な
う
地
域
間
競
争
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
地
球
規
模
で
の

環
境
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
る
中
で
、
新
市
の
一
体
化
な
ど
の
推

進
を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
な
ど
の
優
れ
た
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
南
九
州
の
経
済
や
文
化
を
牽
引

で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
都
城
市
総
合
計
画
の
都
市
目

標
像
に「
市
民
の
願
い
が
か
な
う　

南

九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
を
掲

げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
と
し
、
市
民
が
主
役
と

な
っ
て
理
想
の
ま
ち
を
市
民
自
ら
の
手

で
実
現
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
設
置
に
つ
い
て
の
具
体
的
支
援

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に

よ
っ
て
財
政
健
全
化
を
推
進
し
、
都
城

島
津
家
歴
史
資
源
活
用
事
業
の
推
進
や

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
支
援

な
ど
、
今
後
も
、
選
択
と
集
中
で
、
未

来
に
つ
な
が
る
政
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
長

長
峯　

誠

長
峯　

誠

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
は
建
設
中
の
高
城
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
５
月
に
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
す
。
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

今
年
も
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
高

城
町
自
治
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向

け
て
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
合
併
以
前
か
ら
の
悲
願
で

あ
っ
た
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
り
し
ま
」
も
完
成
。
素
晴
ら
し
い

施
設
が
近
く
に
で
き
て
、
高
齢
者
の
皆

さ
ま
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
合
併
し
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
生
か
さ
れ
る
年
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

山之口町自治区長

轟木休五
高城町自治区長

黒川純一
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2009　新年のごあいさつ



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
に
対
し
て
、
厚
い
ご

理
解
と
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

私
自
身
、
都
城
市
議
会
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
て
、
最
初
の
新
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
し
て
は

や
3
年
、
こ
の
間
、
市
議
会
で
は
新
都

城
市
の
発
展
を
願
っ
て
、
市
政
を
巡
る

重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、

さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
最
善
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
地
方
の
再
生
と
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
自

ら
の
創
意
工
夫
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
市
の
さ
ら
な
る
発

展
を
願
い
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
議
員

と
し
て
の
責
務
を
自
覚
し
、
議
員
活
動

に
ま
い
進
す
る
と
同
時
に
、
議
会
を
め

ぐ
る
制
度
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
市
政
全

般
に
わ
た
り
公
平
で
公
正
な
行
政
運
営

が
図
ら
れ
、
ま
た
、
新
市
建
設
の
使
命

が
い
か
ん
な
く
果
た
せ
る
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
の
で
、

本
年
も
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭べ
ん
た
つ撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年

が
健
や
か
で
、
幸
多
い
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
地
域
協
議
会
や
自
治
公
民
館

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
か
か
し
の
里
づ

く
り
に
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
の
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
都
城
市
が
誕
生
し
て
４
年

目
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
高
崎
総
合

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
が
完
成
い
た
し
ま

す
。
お
互
い
に
支
え
合
い
健
康
増
進
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
社
会
情
勢
は
、
先
行
き
不

透
明
な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
災
害
の
な
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山田町自治区長

蔵満　勇
高崎町自治区長

佐藤忠房
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都
城
市
議
会
議
長

村
吉
村
吉　

昭
一
昭
一
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回顧録2008回顧録2008回顧録2008
2008 年は大河ドラマ「篤姫」をきっかけに、「島津」にまつわるイベントや交流活動がスタートしたほか、「ボン
パク（都城盆地博覧会）」や「都城ぼんち市」など市民が主体となって都城をPRする催しも開催されました。
市政では、大手コールセンター２社が相次いで立地するなど企業立地が好調だったほか、こども基金活用事業の
実施や「郷土カルタ」「郷土歴史読本」の作製など、次世代を担う子どもの健全育成を図る取り組みも進みました。

「島津発祥まつり」
島津の歴史・文化を知っ
てもらおうと、観光協
会が主体となり、約１
カ月に及ぶロングラン
イベントを開催。島津
音楽祭や市内パレード
などには多くの市民が
集まりました。

津曲選手が北京五輪出場
都城工業高校出身の津曲勝利選
手がバレーボール男子日本代表
として北京五輪に出場。津曲選
手の活躍を祈り、市内各地で壮
行会が開催されました。

徳育の推進を目指して
ふるさとの歴史や文化を
理解してもらい、子ども
たちの郷土愛をはぐくん
でいこうと、「郷土カル
タ」㊤と「郷土歴史読本」
㊦が完成しました。

こども基金活用事業スタート
妊産婦にやさしい環境をつく
るために、「マタニティマー
ク」のステッカーを作製。
11月には子どもたちに夢を
与えようと、スポーツ団体交
流事業も開催されました。

堀
之
内
久
男
さ
ん
に
、

新
市
２
人
目
と
な
る
名

誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

大型商業施設 ｢イオンモールMiELL都城
駅前｣ オープン

都城の良さを市内外にPR（「都城ぼんち市」㊧「都城盆地博覧会」㊨）
都城の歴史 ･文化、物産などを広くＰＲするイベントが相次いで誕生。

好
調
続
く
企
業
立
地

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
に
大
規
模
雇

用
型
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー「
Ｄ

Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
ヤ
マ

ト
コ
ン
タ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
」

が
相
次
い
で
立
地
。

「島津発祥の地」を縁に交流スタート
「篤姫」の放送をきっかけに、同じ「島津発祥の地」を
標ぼうする鹿児島県出水市との交流がスタート。訪問
団の相互訪問や島津発祥まつりへの参加などを通じ、
交流を深めました。
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▲２００８年の出来事アラカルト▼
1月

◉都城市こども発達支援センター仮開設
2月

◉「篤姫」を縁に出水市と交流スタート
◉大手コールセンター「ＤＩＯジャパン」が立地
◉県内で初めて「市ふるさと納税応援団」設立

3月
◉第１回都城民俗芸能祭開催
◉サブシティ構想の概要発表
◉都城シティオペラが10周年記念公演「カルメ
ン」上演

◉「郷土カルタ（みやこんじょカルタ）」完成
◉都城島津邸の母屋や離れなど８件が国登録有
形文化財に

4月
◉「エキスパートティーチャー」制度の導入決定
◉13年ぶりに防災マップを作成
◉新しい市旗の掲揚スタート
◉こども基金を活用し、マタニティマーク入りス
テッカー作成

5月
◉「篤姫」縁の交流進む。出水市長が本市を訪問
◉大手コールセンター「ヤマトコンタクトサービ
ス」の進出決定

◉第２回環霧島会議を本市で開催
◉志和池一般廃棄物最終処分場（上水流町）の
調整池の底面ひび割れ判明

6月
◉「かかしの里ゆぽっぽ」が入場者300万人突破
◉和牛子牛価格が40万円台に急落
◉高崎一般廃棄物最終処分場（高崎町）の漏水
センサーが機能していなかったことが判明

7月
◉市職員による「地域サポーター制度」スタート
◉旧健康増進施設（吉之元町）を民間企業に売却
◉都城工業高校出身の津曲勝利選手がバレー
ボール男子日本代表として北京五輪出場

8月
◉ウエルネス都城花火大会中止に
◉「上原文庫」の調査で国内に唯一現存する書
籍300冊の存在が判明

◉霧島山・新燃岳が17年ぶりに噴火
◉南九州大学都城キャンパス研究棟着工
◉堀之内久男さんに新市として２人目の名誉市
民の称号を贈呈

10月
◉「ボンパク（都城盆地博覧会）」開催
◉軽トラック朝市「都城ぼんち市」開催
◉「霧島ジオパーク推進連絡協議会」発足
◉72年ぶりの本格的な回顧展「山内多門展」を
美術館で開催

11月
◉「島津発祥まつり」開催
◉こども基金を活用しスポーツ団体交流事業開催
◉「郷土歴史読本」完成

12月
◉大型商業施設「イオンモールＭｉＥＬＬ都城駅
前」オープン

第 １ 位 「イオンモールMiELL 都城駅前」オープン
第 2 位 大河ドラマ「篤姫」をきっかけに「島津発祥の地」論争起こる。

これを縁に鹿児島県出水市との交流が始まる
第 3 位 ウエルネス都城花火大会中止に
第 4 位 市が都城島津邸を購入。国登録有形文化財となった邸宅と島津

家資料の公開に向けて整備活用計画がスタート
第 5 位 志和池一般廃棄物最終処分場（上水流町）や高崎一般廃棄物最終

処分場（高崎町）など環境施設の問題続く
第 5 位 旧健康増進施設（吉之元町）を民間企業に売却
第 5 位 「島津発祥まつり」を開催し、「島津発祥の地・都城」を市内外に

アピール
第 8 位 津曲勝利選手（都城工業高校出身）がバレーボール男子日本代表

として北京五輪に出場
第 9 位 南九州大学都城キャンパス研究棟着工
第 10位 IT産業ビルに大手コールセンターが相次いで立地

市民の皆さんに2008年を振り返っていただき、
2009年にかける思いを聞きました

新
しん

駿
するが

河 拓也さん
消防士１年目の昨年は
充実した一年を過ごせ
ました。今年は一人前
の消防士として自信を
持ち、市民生活を守
るために頑張っていき
たいと思います。

吉
よし

牟
む

田
た

 滉
こう

將
すけ

くん

昨年はサッカーの近
郊大会で優勝でき、
自分も九州代表選手
に選ばれました。今年
もいい成績が残せるよ
うに頑張り、将来は日
本代表選手を目指し
たいです。

山元 友美さん
昨年は 2人目の子ども
（晴

せいん

心くん）が生まれ、
慌ただしい一年でし
た。今年は上の子の
小学校入学が楽しみ。
少し落ち着いたら、家
族で遠出もしたいです
ね。

野瀬 隆博さん
昨年は道の駅山之口
を「どげんかせんとい
かん」と、お客さんの
ニーズに応える品ぞろ
えに努めてきました。
今年はさらに喜ばれ
る道の駅を目指して頑
張っていきます。

長友 梨恵さん
昨年は、仕事を通し
て都城の歴史に興味
を持った一年でした。
今年は自分が知ったこ
と、感じたことをもっと
うまく伝えられるように
仕事を頑張りたいです
ね。

稲丸 利弘さん
島津家と縁の深い本
神社（東霧島神社）で
昨年は島津音楽祭が
開催され、大変うれ
しく思いました。今年
は市民生活が潤うよ
う、着実な市政発展
を願っています。

街角アンケート

あなたが選ぶ
2008年都城市10大ニュース
※12月12日～15日に街角で市民100人を対象にアンケートを行った結果です

NEWS
2008

インタビュー
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平成 19 年度　決算 平成20年度
現計予算

（９月補正時点）会 計 名 歳 入 歳 出 差 額 市債残高

一 般 会 計 685億4,681万円 674億　993万円 11億3,688万円 856億1,506万円 681億2,886万円 

特

別

会

計

食肉センター 2億7,729万円 2億7,729万円 0 11億8,958万円 2億8,314万円 
下水道事業 38億　70万円 37億9,614万円 456万円 248億2,113万円 50億2,027万円 
国民健康保険 223億6,479万円 216億4,993万円 7億1,486万円 228億1,254万円 
後期高齢者医療 17億5,080万円 
公設地方卸売市場事業 1億　712万円 1億　712万円 0 1億6,878万円 1億3,120万円 
老人保健 192億2,030万円 192億2,030万円 0 27億　258万円 
農業集落下水道事業 5億2,548万円 5億2,548万円 0 57億4,017万円 5億9,454万円 
整備墓地 3,500万円 3,500万円 0 3億7,340万円 3,800万円 
都市開発資金 1億1,822万円 1億1,822万円 0 1億6,133万円 1億1,608万円 
介護保険 118億5,587万円 118億4,085万円 1,502万円 121億5,266万円 
御池簡易水道事業 3,572万円 2,572万円 1,000万円 4,837万円 
簡易水道事業 2億4,544万円 2億4,365万円 179万円 6億9,173万円 2億8,226万円 
電気事業 2,895万円 2,682万円 213万円 2,783万円 
山之口総合交流活性化センター 1億7,729万円 1億7,729万円 0 3億8,012万円 1億7,367万円 
高城健康増進センター等管理事業 3億3,103万円 3億3,103万円 0 5億8,274万円 3億1,805万円 

合計 591億2,320万円 583億7,484万円 7億4,836万円 341億　898万円 464億5,199万円 

企業
会計

水道事業（収益的） 24億3,630万円 21億1,285万円 3億2,345万円 企業債残高
97億9,186万円

22億9,077万円
水道事業（資本的） 5億7,763万円 15億4,207万円 △9億6,444万円 30億6,854万円

都城市の財政状況都城市の財政状況
市では、皆さんの納めた税金がどのように使われているかをお知らせするため、年2回財政状況を公表し
ています。今回は、平成19年度の決算状況と平成20年度の現計予算（9月補正時点）をお知らせします。
 ●問い合わせ　一般会計・特別会計について　財政課　☎ 23-2113
 　　　　　　水道事業について　　　水道局業務課　☎ 23-4510

形式収支は11億3,688万円の黒字、平成20年度へ繰り越すべき財源を差し
引いた実質収支では 10億9,875万円の黒字決算となりました。

平成19年度一般会計決算 歳入決算額  685億4,681万円
歳出決算額  674億　993万円

民生費
204億2,156万円
30.3%

公債費
96億5,883万円
14.3%

教育費
96億4,570万円
14.3%

総務費
86億2,690万円
12.8%

土木費
62億3,197万円
9.2%

農林水産業費
40億5,544万円
6%

衛生費
39億4,501万円
5.9%

その他
48億2,452万円
7.2%

歳 出
674億993万円

地方交付税
183億1,228万円
26.7%

市税
178億5,718万円
26.1%

国県支出金
114億6,749万円
16.7%

その他
102億3,068万円
14.9%

繰入金
20億1,050万円
2.9%

市債
86億6,868万円
12.7%

歳 入
685億4,681万円

※水道事業（資本的）の不足額は、留保資金などで補てんしました
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歳入用語解説
■地　方　交　付　税＝国税のうち所得税・法人税・酒税・消費税およびたば

こ税の一定割合を一定の基準により国が交付する税
■市　　　　税＝個人・法人市民税、固定資産税、軽自動車税など
■国　県　支　出　金＝特定目的事業の財源となる国と県の補助金など
■市　　　　債＝建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金
■繰　 入 　金＝積み立てていた基金や特別会計から繰り入れるお金

歳出用語解説
■民　 生 　費＝高齢者、障がい者、児童などの福祉全般の事業経費
■教　 育 　費＝教育や文化財保護、スポーツ振興などの経費
■公　 債 　費＝市債を返済するための経費
■総　 務 　費＝選挙、戸籍、徴税、市庁舎管理などの経費
■土　 木 　費＝道路、公園整備、住宅管理などの経費
■農林水産業費＝農業・林業・水産業などの経費
■衛　 生 　費＝清掃、保健衛生などの経費

市の予算　３つの会計
一般会計･･･市が行う仕事の中心とな
る部分の会計です。道路を造ったり、
ごみを収集したり、福祉サービスを
提供したりといろいろなことに使わ
れていて、市税などが主な収入となっ
ています

特別会計･･･特定の収入（保険料や使
用料など）で、その仕事の支出をま
かなう会計です。介護保険事業や国
民健康保険事業などがこれに当たり
ます

企業会計･･･その仕事自体に収益（使
用料）があり、その収益で支出をま
かなう独立採算制の会計です。水道
事業がこれに当たります

市の財政（平成19年度一般会計決算）を
月40万円の収入のある家計に置き換えると……

今月の収入
40万円

給料（地方税など） ……………… 151,819円
親・親戚などからの仕送り（地方交付税・国県
支出金） ………………………… 210,171円
その他収入（使用料・手数料、財産収入など）
 …………………………… 38,010円

やりくり補てん　8万3,770円
前月分繰越（繰越金） …………… 8,402円
預貯金の取り崩し（繰入金） …… 14,189円

新たな借入金（市債） …………… 61,179円

食費（報酬・給料・諸手当などの人件費）
 ……………… 91,742円
保険料や医療費（扶助費） ……… 84,470円
ローン返済（公債費） …………… 68,168円
その他の生活費 ……………… 134,018円

その他の支出　9万7,350円
家屋の増改築・修理（投資的経費）
 ……………… 89,032円

預貯金へ（積立金） ……………… 8,318円

今月の支出
37万8,398円

収入 借金返済・
支出

借金 貯金

当初予算と比較して、約20億円の増となっています。

平成20年度一般会計現計予算
（9月補正時点）

当初予算額  661億1,000万円
現計予算額  681億2,886万円

民生費
216億1,371万円
31.7%

公債費
98億6,625万円
14.5%

総務費
88億1,877万円
13%

その他
50億5,670万円
7.4%

教育費
71億877万円
10.4%

衛生費
44億5,578万円
6.6%

農林水産業費
51億2,508万円
7.5%

土木費
60億8,380万円
8.9%

市税
178億1,004万円
26.1%

地方交付税
171億4,908万円
25.2%

国県支出金
119億7,361万円
17.6%

市債
59億2,740万円
8.7%

繰入金
52億5,119万円
7.7%

その他
100億1,754万円
14.7%

歳 出
681億2,886万円

歳 入
681億2,886万円
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恐
ろ
し
い
多
重
債
務

　

多
重
債
務
は
、「
学
校
の
給
食
費
が

足
り
な
く
て
」
と
か
、「
病
院
に
行
く

た
め
に
お
金
が
必
要
で
」
と
い
っ
た
具

合
に
、
最
初
は
一
時
的
な
借
金
の
つ
も

り
が
、
そ
の
便
利
さ
か
ら
再
び
借
り
て

し
ま
い
、
借
金
が
雪
だ
る
ま
式
に
増
え

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
で
、
決
し
て
一
部
の
浪
費
家
だ
け

の
話
で
は
な
い
の
で
す
。

　

深
刻
極
ま
る
多
重
債
務
問
題
。
複
数

の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
金
を
し
、
返

済
に
行
き
詰
ま
り
、
自
殺
を
は
じ
め
離

婚
、
夜
逃
げ
、
犯
罪
へ
と
陥
っ
て
し
ま

う
事
態
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

高
金
利
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
消

費
者
金
融
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
全
国
で
約
1
、4
0
0
万
人
。
そ

の
う
ち
2
0
0
万
人
を
超
え
る
人
が
多

重
債
務
で
苦
し
ん
で
お
り
、
毎
年
20
万

人
近
く
が
自
己
破
産
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
年
間
約
3
万
人
に
上
る
自
殺
者

の
約
４
分
の
１
に
当
た
る
8
、0
0
0

人
近
く
の
人
が
、
こ
う
し
た
経
済
的
理

由
で
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
自

殺
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
2
位
の
宮
崎
県

の
中
で
も
、
特
に
都
城
・
北
諸
地
区
は

自
殺
者
の
数
が
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
多
重
債
務
問
題
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
を

　

本
市
で
は
、
多
重
債
務
問
題
を
早
期

に
解
決
す
る
た
め
に
、
法
律
家
・
法
律

機
関
と
連
携
し
て
、
債
務
整
理（
借
金

整
理
）
や
生
活
再
建
に
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め
に
多
重
債
務
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
借
金
で
困
っ
た
と
き
に
は
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
多
重
債
務
相
談
窓
口

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
債
務
整
理
を
弁
護
士
や
司
法

書
士
に
依
頼
す
る
に
は
費
用
が
必
要
で

す
が
、
支
払
い
が
困
難
な
と
き
に
は
、

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
が
費
用
を
立

て
替
え
る
法
律
扶
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
早
め
の
相
談
が
何
よ
り
大
切
…
」

 

弁
護
士  

吉
谷  

友
和
さ
ん

　

相
談
者
の
多
く
は
、
不
況
に
よ
る

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
、
収
入
が
少
な
い

な
ど
生
活
を
苦
に
借
金
を
重
ね
て
、

借
金
額
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
相

談
に
来
ら
れ
ま
す
。
多
重
債
務
は
、

早
い
う
ち
か
ら
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
で
、
90
㌫
以
上
が
解
決
で
き
ま

す
。
少
し
で
も
生
活
が
苦
し
い
な
ど

と
感
じ
た
場
合
に
は
、
問
題
が
大
き

く
な
る
前
に
、

無
料
相
談
窓

口
や
専
門
家

へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

本市では｢多重債務相談｣を行っています。ひとりで悩まないで、
まずは相談しましょう。 ●問い合わせ　生活文化課　☎ 23-7183

多重債務問題は多重債務問題は
 必ず解決できます 必ず解決できます
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解
決
方
法

　

多
重
債
務
問
題
の
解
決
に
は
、
4
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◉
任
意
整
理

利
息
制
限
法
に
基
づ
い
て
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
に
よ
る
過
払
い
や
借
金

の
減
額
、
返
済
方
法
な
ど
の
交
渉
を

行
う
方
法

◉
特
定
調
停

簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
、
調

停
委
員
が
債
権
者
と
の
間
に
入
っ
て

解
決
す
る
方
法

◉
個
人
再
生

住
宅
な
ど
の
資
産
は
処
分
さ
れ
ず

に
、
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
借
金
を
原

則
3
年
間
で
支
払
っ
て
い
く
方
法

◉
自
己
破
産

原
則
と
し
て
、
自
分
の
全
財
産
を
処

分
し
、
借
金
を
返
済
し
な
く
て
も
良

い
方
法

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
と
は

　

利
息
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法
律
に

は
、
利
息
制
限
法
と
出
資
法
が
あ
り
、

異
な
る
上
限
金
利
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
す
き
間
の
金
利
が「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
無
効
で
あ
り
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
法
律
で
は
、
有
効
と
み
な
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

　

多
重
債
務
者
の
多
く
は
、
消
費
者
金

融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
無
計

画
な
利
用
に
よ
り
、
返
済
能
力
を
超
え

た
借
金
を
繰
り
返
し
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
お
金
を
借
り
る
場
合
に
は
、

本
当
に
借
り
入
れ
が
必
要
か
、
返
済
で

き
る
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ

う
。

多
重
債
務
に
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト

・
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
は
し
な
い

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
借
金

・
必
要
の
な
い
カ
ー
ド
は
持
た
な
い

・
自
分
の
カ
ー
ド
は
し
っ
か
り
管
理

・
安
易
に
連
帯
保
証
人
に
な
ら
な
い

・
収
入
に
あ
っ
た
生
活
を
す
る

・
返
済
が
不
安
な
と
き
は
す
ぐ
相
談

相
談
の
流
れ

債
務
整
理

※
本
市
で
は
債
務
整
理

完
了
後
、
生
活
再
建

指
導
を
行
い
ま
す

裁
判
所
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
と
の

具
体
的
な
対
処
方
法
の
検
討
（
有
料
）

・
債
権
者
に
受
任
通
知
の
送
付

※
債
権
者
は
、
受
任
通

知
を
受
け
取
っ
た
時

か
ら
、
取
り
立
て
を

行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す

多
重
債
務
相
談
窓
口（
無
料
）

・
相
談
へ
の
助
言
、
内
容
の
整
理

・
専
門
機
関
で
の
相
談
日
の
設
定

相談者

多重債務無料相談窓口
●生活文化課
 （多重債務相談・交通事故相談受付）
　☎23-0944

●都城簡易裁判所
　☎23-4131

●司法書士総合相談センター
　みやこのじょう
　☎25-3240
※法律無料相談については本紙
　20㌻参照

●法テラス宮崎
　☎050-3383-5530

●都城地方消費生活センター
　☎24-0999

●ウエルネス・ハートセンター
　（総合相談室）
　☎25-8349

本市と多重債務相談に関し連
携している弁護士・司法書士

●弁護士
　佐々木　健（若葉町）
　☎26-3331

　近藤　和弘（若葉町）
　☎26-3331

　谷口　悟（栄町）
　☎22-7750

　吉谷　友和（上町）
　☎51-5227

●司法書士
　荒武　公一郎（高城町）
　☎58-3456

　永野　修一郎（上町）
　☎22-3092

　柏木　良勝（姫城町）
　☎22-1818

　平瀬　清文（久保原町）
　☎22-5708

　谷本　高嘉（千町）
　☎57-0301

29.2%まで

元本100万円超の
利息制限法の上限利息

元本10万円未満の
利息制限法の上限利息
元本10～100万円の
利息制限法の上限利息

出資法の上限利息
※平成21年をめどに撤廃

15%まで

20%まで

18%まで

10%0% 20% 30%

この利息制限法と出資法の利息
の差額がグレーゾーン金利です
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市・県民税の申告をお忘れなく
申告の受け付けは1月27日（火） ～ 3月16日（月）まで

市民税・県民税の申告受け付けを実施します。
申告期間中は全担当職員が各会場へ出向きます
ので、本庁および各総合支所窓口での申告受け
付けはできません。必ず下記の会場で申告してく
ださい。※12時～ 13時は受け付け休止

市民税課 ☎ 23-2123
山之口総合支所財務課 ☎ 57-3111
高城総合支所財務課 ☎ 58-2311
山田総合支所財務課 ☎ 64-1111
高崎総合支所財務課 ☎ 62-1111

問
い
合
わ
せ

【妻ケ丘地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

１月27日（火）
９：30～16：00

妻ケ丘
地区公民館

午前：妻ケ丘町、若葉町、菖蒲原町
午後：上東町、東町、天神町、中原町、花繰町

１月28日（水）
９：30～16：00

妻ケ丘
地区公民館

午前：上長飯町
午後：一万城町、広原町

【祝吉地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

１月29日（木）
９：30～16：00 祝吉地区公民館

午前：上郡元、南郡元
午後：郡元一丁目～四丁目、神之山町、年見町

１月30日（金）
９：30～16：00 祝吉地区公民館

午前：祝吉一丁目～三丁目、祝吉町、千町、
　　　上川東一丁目～四丁目
午後：早水町、立野町、下川東一丁目～四丁目

【小松原地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月２日（月）
９：30～16：00

小松原
地区公民館

午前：前田町、平江町、北原町、大王町、栄町、
小松原町、宮丸町

午後：志比田町

【西岳地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月３日（火）
10：00～16：00

折田代農業者
中央研修館

午前：田野、武床、猪子石
午後：折田代

２月３日（火）
10：00～16：00

上馬渡
自治公民館

午前：牛之脛
午後：馬渡

２月４日（水）
９：30～16：00

西岳地区公民館 午前：高野町、田野の一部
午後：美川町

御池自治公民館 午後：御池町（14:00 ～ 15:30）

【横市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月５日（木）
９：30～16：00 横市地区公民館

午前：南横市町
午後：蓑原町

２月６日（金）
９：30～16：00 横市地区公民館

午前：都原町
午後：横市町

【中郷地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月６日（金）
10：00～15：30 石原営農研修館

午前：尾平野
午後：石原

２月９日（月）
９：30～16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：東豊満、西豊満
午後：大薗、益貫、麓

２月10日（火）
９：30～16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：上安久、下安久
午後：川内、雄児石

２月12日（木）
９：30～16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：藤田、正応寺
午後：嫁坂、払川

２月13日（金）
９：30～16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：高野原、女橋
午後：大浦

【五十市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月16日（月）
９：30～16：00

五十市
地区公民館

午前：南鷹尾町
午後：五十町

２月17日（火）
９：30～16：00

五十市
地区公民館

午前：鷹尾一丁目～五丁目
午後：平塚町

２月18日（水）
９：30～16：00

五十市
地区公民館

午前：久保原町、大岩田町
午後：今町

【志和池地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月19日（木）
９：30～16：00

志和池
地区公民館

午前：丸谷、巣立
午後：薄谷、谷頭

２月20日（金）
９：30～16：00

志和池
地区公民館

午前：下水流 2、下水流 3
午後：下水流 1、平原、岩満

【志和池地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月23日（月）
９：30～16：00

志和池
地区公民館

午前：上水流中、上水流東、森田
午後：上水流西、荒ケ田、吉行

２月24日（火）
９：30～16：00

志和池
地区公民館

午前：万ケ塚、麓
午後：寿万寺、崎田

【沖水地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月25日（水）
９：30～16：00 沖水地区公民館

午前：都北町、広瀬
午後：吉尾町

２月26日（木）
９：30～16：00 沖水地区公民館

午前：東高木、上金田
午後：西高木

２月27日（金）
９：30～16：00 沖水地区公民館

午前：太郎坊町
午後：下金田、中金田

【庄内地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

３月２日（月）
９：30～16：00 庄内地区公民館

午前：関之尾町、馬場
午後：川崎、西区

３月３日（火）
９：30～16：00 庄内地区公民館

午前：平田
午後：東区、町区

３月４日（水）
９：30～16：00 庄内地区公民館

午前：宮島、千草、内場、源野
午後：今屋、莇、今平

【姫城地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

３月５日（木）
９：30～16：00

コミュニティ
センター

午前：早鈴町、甲斐元町、松元町
午後：都島町、西町、上町

３月６日（金）
９：30～16：00

コミュニティ
センター

午前：下長飯町
午後：中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町

３月10日（火）
９：30～16：00

コミュニティ
センター 全地区

３月11日（水）
９：30～16：00

コミュニティ
センター 全地区

【山之口地区】　※午前は11：00まで
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月３日（火）
９：30～15：30

永野営農研修館 午前：永野
青井岳
営農研修館 午後：天神・五十山・飛松

２月４日（水）
９：30～15：30 麓地区公民館

午前：麓一区・二区
午後：麓三区・下平

２月５日（木）
９：30～15：30 麓地区公民館

午前：麓四区
午後：野上・五反田

２月10日（火）
９：30～15：30 麓地区公民館

午前：六十田
午後：田原

２月12日（木）
９：30～15：30

山之口
地区公民館

午前：街区 1・2
午後：街区 3・4・5

２月17日（火）
９：30～15：30

山之口
地区公民館

午前：向原東 1・2・3・7
午後：西向原 1・2・3

２月18日（水）
９：30～15：30

山之口
地区公民館

午前：西向原 5・6・7
午後：西向原 8・9・10

２月19日（木）
９：30～15：30

山之口
地区公民館

午前：川内
午後：前方

２月24日（火）
９：30～15：30 弥五郎どんの館

午前：正近 1・2・3
午後：正近 4・5・6

２月25日（水）
９：30～15：30 弥五郎どんの館

午前：桑原 1・乗平
午後：桑原 2　

２月26日（木）
９：30～15：30 弥五郎どんの館

午前：桑原 3（中島．新地．田島）
午後：中原・富吉団地

３月３日（火）
９：30～15：30

下富吉
地区公民館

午前：東
午後：原田、飯起

３月４日（水）
９：30～15：30

下富吉
地区公民館

午前：榎木
午後：上森

※麓地区公民館は旧山之口多目的研修センター
　山之口地区公民館は旧中央公民館
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【高城地区】　※午前は11：00まで
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月12日（木）
９：30～15：00

様ケ野
営農研修館

午前：第20自治公民館
午後：第19自治公民館

２月13日（金）
９：30～15：00

様ケ野
営農研修館 第18自治公民館

２月16日（月）
９：30～15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第17自治公民館
午後：第16自治公民館（市野々）

２月17日（火）
9：00～15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第16自治公民館（上星原）
午後：第16自治公民館（下星原）

２月18日（水）
9：00～15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第15自治公民館（田尾、新生、
　　　田尾上団地）
午後：第15自治公民館（宮平、木ノ下、旭、親和、

宮平住宅）
２月19日（木）
9：00～15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第14自治公民館（田辺）
午後：第14自治公民館（八久保、雁寺）

２月20日（金）
9：00～15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第13自治公民館（西久保、後向、大窪）
午後：第13自治公民館（豊広、新生、次郎丸）

２月23日（月）
9：00～15：00 石山分館 午前：第12自治公民館（1、2）

午後：第12自治公民館（3、4、5、6）
２月24日（火）
9：00～15：00 石山分館 午前：第11自治公民館（上新地、中新地）

午後：第11自治公民館（下新地、萩原）
２月25日（水）
9：00～15：00 石山分館 午前：第10自治公民館（1、2、3、4）

午後：第10自治公民館（5、6、7、8、9）
２月26日（木）
9：00～15：00 石山分館 午前：第９自治公民館（1、2、3、4）

午後：第９自治公民館（5、6、7、8）
３月２日（月）
9：00～15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第３自治公民館（上の 1、上の 2、上の 3）
午後：第３自治公民館（下の 1、下の 2）

３月３日（火）
9：00～15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第４自治公民館（1、2）
午後：第４自治公民館（3、4、5、6）

３月４日（水）
9：00～15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第５自治公民館（1、2）
午後：第５自治公民館（3、4）

３月５日（木）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第８自治公民館（1、2、3）
午後：第８自治公民館（4、5、6）

３月６日（金）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第７自治公民館（1、2、3）
午後：第７自治公民館（4～ 12）

３月９日（月）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第６自治公民館（1の A、1のＢ、2）
午後：第６自治公民館（3、4、住宅 1・2・3）

３月10日（火）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第１自治公民館（高城原 1、2）
午後：第１自治公民館（高城原 3、4）

３月11日（水）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第１自治公民館（大久保、春日）
午後：第１自治公民館（立喰、春日住宅、
　　　宮銀住宅）

３月12日（木）
9：00～15：00

高城総合支所
西別館

午前：第２自治公民館（引地、木崎、日和）
午後：第２自治公民館（犬の馬場、松川、
　　　松川住宅、七日市 1・2）

【山田地区】　※午前は11：30まで
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月９日（月）
９：30～16：00 石風呂公民館

午前：石風呂
午後：上椎屋・平山

２月10日（火）
９：30～16：00 けねじゅ苑

午前：西栫
午後：瀬之口、百原、中村

２月12日（木）
９：30～16：00 けねじゅ苑

午前：脇之馬場
午後：長谷

２月13日（金）
９：30～16：00 竹脇公民館 竹脇

２月16日（月）
９：30～16：00 大古川公民館

午前：大古川
午後：浜之段

２月17日（火）
９：30～16：00 下是公民館

午前：下是
午後：上是・池之原

２月19日（木）
９：30～16：00 北田公民館 北田

２月20日（金）
９：30～16：00 かかし館

午前：修行
午後：毘砂丸

２月23日（月）
９：30～16：00 瀬茅公民館 瀬茅

２月24日（火）
９：30～16：00 瀬茅公民館

午前：牛谷
午後：万ケ塚

２月26日（木）
９：30～16：00 田中公民館

午前：和田上、倉平
午後：田中

２月27日（金）
９：30～16：00 山内二公民館

午前：山内一
午後：山内二

３月２日（月）
９：30～16：00

農業者トレーニ
ングセンター

午前：谷二
午後：谷一

３月３日（火）
９：30～16：00

農業者トレーニ
ングセンター 谷五

３月５日（木）
９：30～16：00

農業者トレーニ
ングセンター

午前：谷三・六・七
午後：谷八・九

３月６日（金）
９：30～11：30 古江公民館 古江

【山田地区】　※午前は11：30まで
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

３月10日（火）
９：30～16：00

山田総合
センター

全地区（2月9日～3月6日に申告できなかった人）
３月11日（水）
９：30～16：00

山田総合
センター

【高崎地区】　※午前は11：00まで
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

２月12日（木）
9：00～15：00 前田児童館 午前：谷川

午後：町倉
２月13日（金）
9：00～15：00 前田児童館 午前：割付

午後：栗巣・杉倉
２月16日（月）
9：00～15：00 前田児童館 午前：迫間

午後：山神原・野平
２月17日（火）
9：00～15：00

江平地区農村
改善センター

午前：轟・小牧
午後：鵜戸・塚原

２月18日（水）
9：00～15：00

江平地区農村
改善センター

午前：炭床
午後：木下

２月19日（木）
9：00～15：00

江平地区農村
改善センター 吉村

２月20日（金）
9：00～15：00

江平地区農村
改善センター 温水

２月23日（月）
9：00～15：00

笛ケ水
教育集会所

午前：竹元・崎山
午後：後平・椎屋

２月24日（火）
9：00～15：00

縄瀬地区活性化
センター 横谷

２月25日（水）
9：00～15：00

縄瀬地区活性化
センター 共和

２月26日（木）
9：00～15：00

縄瀬地区活性化
センター 三和

３月２日（月）
9：00～15：00

縄瀬地区活性化
センター 蔵元

３月３日（火）
9：00～15：00

東霧島地区
多目的集会所

午前：松ケ水流
午後：権堀

３月４日（水）
9：00～15：00

東霧島地区
多目的集会所

午前：田中
午後：東

３月５日（木）
9：00～15：00 高崎総合支所 午前：原村

午後：牟礼水流・新生
３月６日（金）
9：00～15：00 高崎総合支所 午前：柏木

午後：田平
３月９日（月）
9：00～15：00 高崎総合支所 下新田

３月10日（火）
9：00～15：00 高崎総合支所 上新田

３月11日（水）
9：00～15：00 高崎総合支所 午前：高坂

午後：旭
３月12日（木）
9：00～15：00 高崎総合支所 午前：中央団地

午後：鍋
３月13日（金）
9：00～15：00 高崎総合支所 午前：荒場

午後：上勢西

平成21年度住民税の主な改正内容
①寄付金控除が所得控除から税額控除となります。
控除の上限が総所得金額などの30％に引き上げら
れ、下限が5,000円まで引き下げられます
②65歳以上の人で介護保険料が老齢等年金から天引
きされている人は、平成21年10月から、個人住
民税の天引きが始まります
　※老齢等年金受給額が148万円以下の人は除く

平成21年度住宅借入金等特別税額控除
　昨年控除を受けた人には平成21年度の控除申告書
を郵送しています。提出期限は 3月16日（月）

所得税・消費税・贈与税の申告
●期間　2月16日（月）～ 3月16日（月）
　　　　9時～ 16時　※土・日曜日は除く
●場所　都城圏域地場産業振興センター
●問い合わせ　都城税務署　☎ 22-4377（自動音声）
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心
に
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
家
族
で
参
加
し
た
大
保
左
千
代
さ

ん（
上
長
飯
町
）
は「
上
手
に
受
粉
さ
せ

る
こ
つ
を
学
ん
だ
。早
速
実
践
し
た
い
」

と
豊
作
へ
の
手
掛
か
り
を
見
つ
け
た
よ

う
で
し
た
。

師
走
の
街
を
彩
る
幻
想
的
な
光

 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
の
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
11
月
29
日

か
ら
12
月
25
日
ま
で
点
灯
さ
れ
、
中
心

市
街
地
の
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
5
年
目
の
今
回
は
、「
大

切
な
人
と
過
ご
せ
る
空
間
」
を
テ
ー
マ

に
、
建
物
の
壁
面
や
街
路
樹
な
ど
の
電

飾
を
約
8
万
球
に
増
や
し
た
ほ
か
、
高

さ
12
㍍
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー

を
新
設
し
、
点
灯
時
間
も
午
後
11
時
ま

で
延
長
。
期
間
中
は
、
師
走
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
た
幻
想
的
な
光
の
空
間

を
楽
し
も
う
と
、
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連

れ
が
訪
れ
、写
真
を
撮
っ
た
り
、見
入
っ

た
り
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

和
や
か
な
中
に
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し

 

都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

　

第
6
回
都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
が
12
月
4
日
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
や
世
代

を
超
え
て
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
外
か

ら
86
人
の
愛
好
者
が
出
場
。
起
伏
に
富

ん
だ
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
歴
10
年
で
今
大
会

最
高
齢
者
の
別
府
愈ま
さ
る
さ
ん（
高
崎
町
、

84
歳
）
は「
楽
し
み
な
が
ら
足
腰
を
鍛

え
ら
れ
る
の
が
い
い
。
今
後
も
健
康
維

持
の
た
め
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
流

れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
く
エコ
を
体
感

 

第
３
回
都
城
市
環
境
ま
つ
り

　

12
月
6
日
、
下
水
流
町
の
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
、「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い

都
城
／
〝
イ
キ
〞
で
暮
ら
そ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
都
城
市
環
境
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
紹
介
や
地
下
水
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
な
ど
環
境
に
ま
つ
わ
る
展
示
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
廃
材
を
使
っ
た
工
作
教
室

な
ど
も
開
か
れ
、
終
日
多
く
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
理
科
の
実
験
を
通
し

て
環
境
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

学
ぶ
エ
コ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
楽
し
い
実
験
の
数
々
に
子
ど

も
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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満
天
の
星
空
の
下
で
新
作
映
画
を
堪
能

 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村

　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し

村
が
12
月
6
日
、
山
田
町
第
二
運
動
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
中
の
人
気
邦
画
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
の
2
本
立
て
と
あ
り
、
限
定

3
5
0
台
の
前
売
り
券
が
早
々
に
完
売
。

集
ま
っ
た
約
1
、0
0
0
人
の
観
客
は
、

大
ス
ク
リ
ー
ン
の
迫
力
あ
る
映
像
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。
主
催
し
た
山
田
町

商
工
会
青
年
部（
18
人
）の
大お
お
ば
え生
一
成
部

長
は「
山
田
に
1
日
だ
け
で
も
若
者
を

集
め
た
い
と
6
年
前
に
始
ま
っ
た
企
画
。

今
後
も
山
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
満
車
と
な
っ

た
会
場
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
触
れ
合
い
を
楽
し
む

 

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山
之
口
」

　

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ「
山

之
口
」
が
12
月
7
日
、
山
之
口
勤
労
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。
三
味

線
な
ど
の
公
民
館
教
室
の
成
果
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
終

日
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
麓
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
人

形
浄
瑠
璃
を
上
演
。
諸
県
弁
を
使
っ
て

間あ
い
き
ょ
う
げ
ん

狂
言
「
太
郎
の
御ご

前ぜ

迎む
け

」
を
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
演
じ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
笑

い
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
小
山
稔
実

行
委
員
長
は「
年
々
参
加
者
も
増
え
て

い
る
。
地
域
の
触
れ
合
い
の
場
を
継
承

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
習
の
成
果
を
見
て
触
っ
て
知
っ
て

 

第
４
回
都
城
産
業
教
育
ま
つ
り

　

市
内
の
実
業
系
の
学
科
を
持
つ
県
立

高
校
4
校
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
学
習

成
果
を
発
表
す
る
都
城
産
業
教
育
ま
つ

り
が
12
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
大
丸

セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
農
産
加

工
品
の
販
売
や
服
飾
、
電
気
自
動
車
な

ど
の
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
木
工
教

室
や
お
茶
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
多
く

の
買
い
物
客
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

高
城
高
校
の
赤
澤
有
希
子
教
諭
は
「
学

校
の
特
色
や
生
徒
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
他
の
学
校
と
交
流
で

き
良
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」
と
ま

つ
り
の
成
果
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

香
り
も
味
も
抜
群
！  

今
年
も
出
来
は
上
々

 

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り

　

庄
内
産
ソ
バ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
4
年

前
に
始
ま
っ
た
庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り
が

12
月
14
日
、
関
之
尾
緑
の
村
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
収
穫
し
た
ば
か

り
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
田
舎
そ
ば
や
か

け
そ
ば
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
が
新
そ
ば
の
味
と
香
り
を
堪
能
。
ま

た
、
そ
ば
打
ち
体
験
に
は
80
人
が
参
加

し
、
家
庭
で
年
越
し
そ
ば
を
作
ろ
う
と

熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

ば
打
ち
体
験
に
参
加
し
た
税
所
隆
浩
さ

ん（
妻
ケ
丘
町
）
は「
自
分
で
打
っ
た
そ

ば
は
格
別
。習
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

家
族
に
お
い
し
い
そ
ば
を
振
る
舞
い
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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越
し
た
技
能
を
持
ち
、
そ
の

道
で
第
一
人
者
と
認
め
ら
れ

て
い
る
技
術
者
を
表
彰
す
る
今
年
度

の「
現
代
の
名
工
」に
都
城
大
弓
の

職
人
、
永
野
正
行
さ
ん（
71
歳
・
梅

北
町
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

都
城
大
弓
は
薩
摩
弓
の
流
れ
を
く

み
、
競
技
用
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
し

な
や
か
で
気
品
の
あ
る
曲
線
の
美
し

さ
か
ら
平
成
6
年
に
は
国
の
伝
統
的

工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

弓
職
人
だ
っ
た
父
重
次
さ
ん（
故

人
）の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
永
野

さ
ん
は
、
昔
か
た
ぎ
で
厳
し
い
職
人

だ
っ
た
と
い
う
重
次
さ
ん
に
弟
子
入

り
。
い
っ
た
ん
は
市
外
に
就
職
し
、

別
の
道
へ
進
ん
だ
も
の
の
、
重
次
さ

ん
の
死
を
う
け
て
再
び
職
人
を
目
指

す
こ
と
に
。
地
道
に
腕
を
磨
き
、
平

成
8
年
に
は
国
の
伝
統
工
芸
士
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
弓
は
真
竹
と
櫨は
ぜ

を
幾
層
に
も
重

ね
た
構
造
で
、
そ
の
工
程
は
材
料
と

な
る
真
竹
の
選
別
か
ら
完
成
ま
で
お

よ
そ
2
0
0
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
す
べ
て
を
永
野
さ
ん
一

人
で
こ
な
し
ま
す
。「
弓
を
は
じ
く

音
を
つ
る
音
と
い
い
、
こ
の
音
で
弓

の
良
し
あ
し
を
判
断
し
ま
す
。
良
い

つ
る
音
と
的
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

飛
ぶ
矢
を
思
い
描
き
な
が
ら
作
っ
て

い
ま
す
」と
、
弓
を
手
に
し
て
話
す

時
の
表
情
は
、ま
さ
に
職
人
の
そ
れ
。

　

原
料
と
な
る
良
質
な
真
竹
と
櫨
が

採
れ
る
こ
と
か
ら
昔
か
ら
弓
作
り
が

盛
ん
だ
っ
た
都
城
盆
地
で
も
、
最

盛
期
に
は
30
人
ほ
ど
い
た
職
人
が
、

後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
現
在
は
7
人

に
。

　
「
本
気
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が

小
学
6
年
生
の
孫
が
じ
い
ち
ゃ
ん
の

跡
を
継
ぐ
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
元
気
に
職
人
を
続
け
な
く

て
は
」と
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
話

す
永
野
さ
ん
。「
現
代
の
名
工
」が

厳
し
い
職
人
の
顔
か
ら
優
し
い
祖
父

の
顔
に
戻
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

卓
「現代の名工」に選ばれた
永野 正行さん
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学学校校へへ行行こうこう
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開
演
5
分
前
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
。
序

曲
が
始
ま
り
あ
と
2
小
節
で
出
番
。
意

気
揚
々
と
中
央
に
出
て
行
き
、「
王
の

お
出
ま
し
だ
ぞ
！
」
と
歌
う
オ
ス
カ
ー

の
第
一
声
で
始
ま
る
オ
ペ
ラ「
仮
面
舞

踏
会
」。
こ
の
王
様
に
仕
え
る
小
姓
オ

ス
カ
ー
役
で
私
は
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し

て
、
ド
イ
ツ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

も
う
20
年
近
く
に
な
る
こ
ち
ら
で
の
暮

ら
し
の
中
で
も
、
よ
く
自
然
に
親
し
ん

だ
子
ど
も
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
流
れ
る
小
川
で
、
メ

ダ
カ
や
ザ
リ
ガ
ニ
と
戯
れ
、
疲
れ
る
と

レ
ン
ゲ
畑
に
大
の
字
に
な
り
、
大
好
き

な
空
を
眺
め
…
後
に
自
分
が
音
楽
を
専

攻
し
、
海
外
に
渡
る
な
ん
て
、
思
い
も

し
な
か
っ
た
あ
の
こ
ろ
の
事
を
…
。

　

時
は
過
ぎ
昨
年
10
月
に
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
の
音
楽
協
会
主
催
に
よ
る

「
盆
地
の
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
」
で
リ
サ

イ
タ
ル
を
開
か
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
ド

イ
ツ
で
は
な
か
っ
た
安
心
や
励
み
を
感

じ
、
感
無
量
で
し
た
。

　

霧
島
に
抱
か
れ
た
都
城
盆
地
。
疲
れ

て
帰
っ
て
来
る
と
、
い
つ
も
両
手
を
広

げ
て
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ

で
出
会
っ
た
人
々
や
、
恩
師
、
友
人
、

音
楽
仲
間
そ
し
て
家
族
の
お
か
げ
で
今

の
自
分
が
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
都
城
の

た
め
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
さ
ら
に
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
の
通
っ
て
い
る
四
家
小
学
校

に
は
、「
し
か
っ
こ
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
し
自
分
か
ら
進

ん
で
学
習
す
る
子　

か
考
え
て
行
動
す

る
子　

つ
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

こ
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
」

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

四
家
小
で
は
、
全
校
児
童
が
10
人
し

か
い
な
い
の
で
、
4
年
生
以
外
は
１
年

生
と
2
年
生
、
5
年
生
と
6
年
生
が
同

じ
ク
ラ
ス
と
い
う
複
式
授
業
を
受
け
て

い
ま
す
。
先
生
が
6
年
生
の
授
業
を
し

て
い
る
時
は
、
5
年
生
2
人
は
自
分
た

ち
で
話
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
解
決
し

ま
す
。
こ
う
し
て「
自
分
か
ら
進
ん
で

学
習
す
る
子
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
の
委
員
会
活
動
や
給
食
の

準
備
、
清
掃
な
ど
ど
れ
も
全
校
児
童
で

行
っ
て
い
ま
す
。
低
学
年
生
も
、
朝
の

旗
揚
げ
や
草
取
り
な
ど
自
分
た
ち
で
考

え
な
が
ら
頑
張
り
、
高
学
年
生
は
そ
ん

な
下
級
生
た
ち
に
仕
事
の
仕
方
を
教
え

た
り
、お
世
話
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で「
考
え

て
行
動
す
る
子
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
き
の
木
タ
イ
ム（
業
間
）

で
は
5
分
間
走
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
速
い
人
は
、
1
、0
0
0
㍍
走
り

ま
す
。
こ
れ
は
し
っ
か
り

体
力
を
つ
け
て「
強
く
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
」
を

実
践
す
る
た
め
で
す
。

　

最
後
に
、
僕
た
ち
が
特

に
頑
張
っ
て
い
る
の
が
、

元
気
な
あ
い
さ
つ
で
す
。
友
達
へ
の
あ

い
さ
つ
は
も
ち
ろ
ん
、
登
下
校
の
と
き

は
職
員
室
に
行
っ
て
先
生
た
ち
に
も
あ

い
さ
つ
を
し
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ん

が
来
た
と
き
は
、
だ
れ
に
で
も
元
気
よ

く
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、

「
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
」

を
し
っ
か
り
と
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
し
か
っ

こ
」
の
4
つ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

第37回 四
し

家
か

小学校
◎高城町四家1003 ☎55-1313

姫城町生まれ。声楽家。
ドイツ国立歌劇場専属歌手を経て、
ヨーロッパで活動中。フライブルク
音楽大学でドイツ歌曲、宗教音楽を
学ぶ。都城特派大使。ドイツ在住。

「
み
ん
な
元
気
な

 

し
か
っ
子
」

◎学校のシンボル
「まきの木」
　昔からずっと“しかっ
子”を見守ってきた、と
ても大きな木です。この
まきの木は、校歌にも
歌われています。

松元  美裕子 （まつもと みゆこ）

【
心
は
い
つ
も 

 

歌
の
翼
に
乗
り
ふ
る
里
へ
】

松
元　

美
裕
子 

さ
ん

プロフィル
５
年 

平
野  　

大
河 

さ
ん

６
年 

下
田  

彗け
い

一
朗 

さ
ん

５
年 

井
ノ
上  

大
和 

さ
ん
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募　

集

市
営
住
宅
入
居
者

【
一
般
世
帯
】

３
Ｄ
Ｋ　

菖
蒲
原
、
北
鷹
尾
、
神
田
、
今
町
、

谷
頭
五
班
第
二
、
高
崎
新
田
駅
前
は
各
1
戸
、

西
之
前
、
都
北
、
西
岳
、
丸
岡
、
富
吉
、
第

二
軍
神
原
、
中
央
は
各
2
戸
、
石
山
3
戸

３
Ｋ　

神
田
、
宮
平
、
万
ケ
塚
第
二
は
各
1

戸
、第
二
軍
神
原
、谷
頭
五
班
第
二
は
各
2
戸
、

都
北
、
上
新
田
は
各
3
戸

２
Ｋ　

第
二
軍
神
原
1
戸

【
老
人
世
帯（
　60
歳
以
上
単
身
可
）】 

２
Ｄ
Ｋ　

北
鷹
尾
1
戸
、
一
万
城
2
戸

※
団
地
名
に　

の
あ
る
物
件
は
、
単
身
入

居
可
能

●
応
募
期
間　

2
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
そ
の
他　

申
込
資
格
や
家
賃
な
ど
は
建

築
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

建
築
課　

☎
23-

3
1
0
5

　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
対
象
・
定
員　

介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者
ま
た
は
受
験
資
格
の
あ
る
人
で
、

パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド
初
級
程
度
）
が

で
き
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人
、
若
干
名

●
賃
金　

月
額
16
万
8
、0
0
0
円

※
ガ
ソ
リ
ン
代
含
む
。
雇
用
保
険
、
健
康

保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入

●
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
16
時

※
採
用
は
4
月（
3
月
に
研
修
を
実
施
）

　

1
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
、
資

格
証
の
写
し
を
介
護
保
険
課
へ
持
参

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

3
1
9
1

平
成
 21
年
度
市
役
所
臨
時
職
員

　

主
に
4
月
か
ら
採
用
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
1
月
30
日

㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明

す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
図
書
司
書
】

●
対
象
・
定
員　

図
書
司
書
の
資
格
を
有

す
る
人
、
若
干
名

●
賃
金　

月
額
10
万
円（
高
城
）〜

　
　
　
　

12
万
5
、0
0
0
円（
高
崎
）

●
勤
務
地　

高
城
・
高
崎
総
合
支
所

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
15
時
30
分
、

ま
た
は
11
時
〜
18
時
（
高
城
：
週
30
時
間

の
交
代
制
）、
9
時
〜
17
時
30
分（
高
崎
：

週
37
・
5
時
間
）

【
保
険
料
な
ど
の
徴
収
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
で
市
内
の
地

理
に
詳
し
い
人
、
若
干
名

●
賃
金　

月
額
13
万
6
、5
0
0
円

●
勤
務
地
・
勤
務
時
間　

山
之
口
・
山
田

高
崎
総
合
支
所
、
週
30
時
間

【
一
般
事
務
】

●
対
象
・
定
員　

パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル

や
ワ
ー
ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人
、
10
人

程
度

●
賃
金　

月
額
9
万
7
、5
0
0
円（
一

般
事
務
）〜
10
万
円（
学
校
事
務
）

●
勤
務
地　

各
総
合
支
所
管
内

●
勤
務
時
間　

週
30
時
間

問　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

県
立
産
業
技
術
専
門
校
訓
練
生

●
定
員　

建
築
科
・
塗
装
科　

各
20
人

●
対
象　

中
学
校
卒
業
以
上
の
人

●
試
験
日　

2
月
10
日
㈫

問　

1
月
27
日
㈫
ま
で
に

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

☎
0
9
8
3-

23-

0
5
2
3

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者

●
期
日　

5
月
10
日
㈰

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
）、
水

泳（
身
体
・
知
的
）、
卓
球（
身
体
・
知
的
）、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
身
体
）、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク（
身
体
・
知
的
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
）、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ（
精
神
）

問　

1
月
23
日
㈮
ま
で
に
障
害
福
祉
課

☎
23-

2
9
8
0　

FAX 
24-

1
1
8
8
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広
島
VS　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク　

デ
ー
ゲ
ー
ム

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

●
期
日　

2
月
28
日
㈯　

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

●
対
象
・
定
員 

【
始
球
式
】
市
内
・
三
股

町
・
曽
於
市
の
小
学
5
〜
6
年
生
、
1
人

【
花
束
贈
呈
】
市
内
・
三
股
町
・
曽
於
市

の
4
〜
5
歳
児
、
2
人

【
外
野
席
招
待
】
市
内
・
三
股
町
・
曽
於
市
・

日
南
市
の
小
中
学
生
、
5
0
0
人
程
度

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
必
要
事
項（
詳

し
く
は
観
光
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
）
と
、「
始
球
式
」
ま
た
は「
花
束
贈

呈
」
と
明
記
。「
外
野
席
招
待
」
は
往
復
は

が
き
1
枚
で
5
人
ま
で
応
募
可
。
往
信
裏

面
に
全
員
分
の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

代
表
者
の
電
話
番
号
、
返
信
表
面
に
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
裏
面
は
未

記
入
の
ま
ま
観
光
協
会
へ
送
付

問　

い
ず
れ
も
1
月
31
日
㈯
ま
で
に
、

都
城
観
光
協
会
（
〒
885-

0
0
7
9　

牟

田
町
27-

10
）　

☎
23-

2
4
6
0

市
営
墓
地
利
用
者

【
上
長
飯
霊
地
公
園
】

●
貸
出
区
画　
「
か
」「
み
」ブ
ロ
ッ
ク

7
8
0
区
画
程
度（
未
使
用
地
）

●
応
募
期
間　

随
時
受
け
付
け

【
東
墓
地
・
川
東
墓
地
】

●
貸
出
区
画　

川
東
1
区
画
、
東
3
区
画

●
応
募
期
間　

2
月
3
日
㈫
〜
10
日
㈫

●
抽
選
日
・
会
場　

申
込
者
に
別
途
通
知

し
ま
す

【
南
墓
地
・
北
墓
地
】

●
貸
出
区
画　

若
干
数

●
応
募
期
間　

1
月
26
日
㈪
か
ら
随
時

●
そ
の
他　

応
募
条
件
な
ど
は
環
境
政
策

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者

●
期
日　

3
月
29
日
㈰

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
周
辺

●
種
目
・
参
加
料　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・

10
㌔
・
5
㌔（
3
、0
0
0
円
）、
小
・
中

学
生
対
象
の
3
㌔（
1
、0
0
0
円
）、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ（
1
、0
0
0
円
）

問　

1
月
31
日
㈯
ま
で
に
、

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
・
FAX 

58-
5
5
1
4

介
護
相
談
員

　

施
設
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
不
安
や
疑
問
を
解

消
す
る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

あ
り
、
65
歳
未
満
で
、
月
6
回
程
度
訪
問

で
き
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人
、
若
干
名

問　

2
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
応
募
理
由

（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程
度
）

と
履
歴
書
を
介
護
保
険
課
へ
持
参

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

 

催　

し

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
爆
笑
オ
ン
エ
ア
バ
ト
ル
」

公
開
録
画（
無
料
）

●
日
時　

2
月
21
日
㈯　

17
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
整
理
券　

往
復
は
が
き
で
申
し
込
む
整

理
券（
1
枚
で
1
人
入
場
可
）
が
1
歳
以

上
か
ら
必
要
。
全
席
指
定
で
、
会
場
で
整

理
券
と
指
定
席
券
を
交
換　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

1
月
27
日
㈫
必
着
で
、
往
復
は
が
き

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
に
申
し
込
み

【
往
信
表
面
】
〒
880-

8
6
3
3　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

宮
崎
放
送
局「
オ
ン
エ
ア
バ
ト
ル
」係

【
往
信
裏
面
】
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

【
返
信
表
面
】
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

【
返
信
裏
面
】
何
も
記
入
し
な
い

問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局　

　
　

☎
0
9
8
5-

32-

8
1
2
4

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

●
日
時　

2
月
1
日
㈰　

10
時
〜

●
通
過
予
定
時
間　

え
び
の
市
真
幸
地
区

体
育
館
前
ス
タ
ー
ト（
10
時
）⬇
ロ
ー
ソ

ン
高
崎
大
牟
田
店
前（
12
時
4
分
）⬇
志

和
池
小
学
校
前（
12
時
34
分
）⬇
都
城
市

役
所
玄
関
前
ゴ
ー
ル（
13
時
6
分
）

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
23-

9
5
4
6
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催　

し

施
設
見
学
会（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

2
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
15
時
45
分（
予
定
）

●
集
合
時
間
・
場
所　

9
時
20
分
、
都
城

運
動
公
園
体
育
館
駐
車
場（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　

薩
摩
迫（
山
田
町
）⬇
諏
訪
神

社
・
安
永
城
跡
・
南
州
神
社
・
山
久
院
跡

（
庄
内
町
）⬇
川
の
駅（
都
島
町 
※
昼
食
）

⬇
祝
吉
御
所
跡
・
稲
荷
神
社（
郡
元
町
）

⬇
寒
天
工
場
跡（
山
之
口
町
）⬇
高
城
郷

土
資
料
館（
高
城
町
）

※
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
く
だ
さ
い　

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
人
、
38
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に

は
、
2
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
連
絡

●
費
用　

1
0
0
円（
一
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
・
飲
料
は
各
自
持
参

●
申
込
締
め
切
り　

2
月
5
日
㈭

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
秘
書
広
報
課
施

設
見
学
担
当（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
。
1

枚
の
は
が
き
で
2
人
ま
で
応
募
可（
代
表

者
に
は
◎
印
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4 

 

講
座·

教
室

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
教
室（
無
料
）

●
対
象　

40
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人

●
日
時
・
場
所
・
内
容

1
月
30
日
㈮
・
2
月
13
日
㈮
・
2
月
27
日
㈮

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
練
習
室
1
）

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

2
月
6
日
㈮
・
3
月
6
日
㈮

9
時
30
分
〜
12
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
1
階
）

講
義
「
食
生
活
改
善
の
ヒ
ン
ト
」・
調
理
実
習

●
定
員　

各
日
20
人

問　

各
開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
、

健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
13
日
㈮　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

介
護
現
場
で
使
え
る
口
腔く
う

ケ
ア

問　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー　

※
事
前
申
し
込
み
必
要

☎
25-

1
3
1
3 

FAX 

25-

3
9
5
0

rehabili@
fujim

oto.or.jp

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室（
無
料
）

●
日
時　

1
月
22
日
㈭　

14
時
〜
16
時　

※
事
前
申
し
込
み
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
内
容　

酒
さ
え
や
め
た
ら
す
べ
て
解
決

か
？問　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

裏
方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

音
響
照
明
技
術
講
習
会

●
内
容　

音
響
・
照
明
の
操
作
技
術
や
効

果
的
な
演
出
方
法
な
ど

●
日
程　

1
月
31
日
㈯
・
2
月
1
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

●
受
講
料　

2
、0
0
0
円

問
・
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
26-

7
7
7
0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

技
術
向
上
講
座（
無
料
）

●
対
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
始
め
た
い
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
間
も
な
い
団
体
で

運
営
方
法
に
悩
ん
で
い
る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

参
加
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

人　

※
全
4
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員　

40
人　

※
先
着
順

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
日
程　

1
月
24
日
㈯
、
2
月
7
日
㈯
、

　
　
　
　

2
月
21
日
㈯
、
3
月
7
日
㈯

●
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23-

7
1
4
6

健
康
教
室（
無
料
）

●
日
時　

1
月
23
日
㈮　

15
時
〜
16
時

●
内
容　

ぜ
ん
そ
く
・
せ
き

●
場
所　

三
州
病
院

●
定
員　

50
人　

※
事
前
予
約
必
要

問　

三
州
病
院　

☎
22-

0
2
3
0
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マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室　

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族
で
、

2
回
と
も
参
加
で
き
る
人

●
日
程　

2
月
9
日
㈪
・
13
日
㈮　

●
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
定
員　

15
組　

※
申
し
込
み
必
要

●
費
用　

5
0
0
円
〜
1
、0
0
0
円

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

き
ら
り
体
験
教
室

　

5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
】

●
日
時　

2
月
4
日
㈬
・
18
日
㈬（
全
2

回
）　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
費　

1
、0
0
0
円　

※
冷
暖
房
費
は
別

●
申
込
締
め
切
り　

1
月
23
日
㈮

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
運
動
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

【
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
】

●
日
程　

毎
週
火
曜
日（
1
月
27
日
〜
3

月
10
日　

※
全
7
回
）

●
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

※
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
講
座
】

●
日
時　

1
月
30
日
㈮　

19
時
〜
21
時

●
定
員　

20
人

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23-

2
0
0
1

き
ら
り
楽
習
教
室

　

7
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
近
代
詩
文
書
道（
書
と
絵
画
を
融
合
さ

せ
た
ア
ー
ト
）】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日（
2
月
3
日
〜
3

月
24
日　

※
全
8
回
）　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費 

8
、0
0
0
円（
材
料
費
を
含

む
）　

※
冷
暖
房
費
は
別

●
申
込
締
め
切
り　

1
月
23
日
㈮

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

※
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

勤
労
者
会
館（
東
町
）

【
さ
わ
や
か
人
生
設
計
講
座
】

●
日
時　

1
月
23
日
㈮　

19
時
〜
21
時

●
定
員　

20
人　

【
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
】

●
日
時　

1
月
31
日
㈯　

13
時
〜
16
時

●
定
員　

16
人

●
材
料
費　

5
0
0
円

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

3
月
6
日
㈮　

17
時
〜
、
18
時

10
分
〜
、
19
時
20
分
〜　

各
1
時
間

●
定
員　

3
人　

※
個
別
相
談
の
た
め
、
各
回
1
人

問　

勤
労
者
会
館　

　
　
　

☎
23-

1
1
5
1

離
乳
食
教
室（
無
料
）

●
日
時　

2
月
13
日
㈮　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時　

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

 
 

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
（
高
城
地
区
は
保
健
セ
ン
タ
ー
）
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講
座·

教
室

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
き
が
い
発
見
 ‼ 

１
日
体
験
教
室

●
日
程　

2
月
27
日
㈮
〜
3
月
1
日
㈰　

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
申
込
締
め
切
り　

2
月
10
日
㈫

※
詳
細
は
市
役
所
案
内
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
ち
ら
し
で
確
認
く
だ
さ
い

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

 

相　

談

一
日
中
小
企
業
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
10
日
㈫　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

夜
間
健
康
相
談（
無
料
）

●
日
時　

2
月
4
日
㈬　

18
時
〜
19
時

●
場
所　

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
館

●
対
象　

産
業
医
の
専
任
義
務
の
な
い
小

規
模
事
業
所（
50
人
未
満
）
の
従
業
員
と

事
業
主　

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

問　

都
城
・
西
諸
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

（
都
城
市
郡
医
師
会
内
）
☎
22-

0
7
5
4

人
権
相
談（
無
料
）

　

い
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
人
権
相
談
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

2
／
4
㈬

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

2
／
9
㈪

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
／
10
㈫

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

2
／
12
㈭

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

2
／
13
㈮

高
城
総
合
支
所

●
時
間　

10
時
〜
15
時

※
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館
は
10
時
〜
12
時

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22-

0
4
9
0

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

1
月
27
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
1
階
）

2
月
4
日
㈬　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

中
郷
地
区
公
民
館

2
月
6
日
㈮　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

沖
水
地
区
公
民
館

2
月
10
日
㈫　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

横
市
地
区
公
民
館

2
月
13
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

2
月
4
日
㈬　

18
時
〜
21
時　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約 

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部　

　
　

☎
25-

3
2
4
0　

行
政
相
談（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

2
月
5
日
㈭

10
時
〜
12
時　

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

13
時
〜
16
時　

都
城
大
丸
7
階

2
月
10
日
㈫　

10
時
〜
12
時

五
十
市
地
区
公
民
館

2
月
13
日
㈮　

10
時
〜
12
時

高
城
総
合
支
所
西
別
館
第
2
会
議
室

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
巡
回
相
談

　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
専
門
相
談
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
希
望
日
前

日
の
17
時
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

2
月
10
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

問　

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
相
談
専
用
電
話

　
　
　

☎
0
9
8
5-
29-

8
5
4
4
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こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談（
無
料
）

　

臨
床
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

1
月
25
日
㈰　

8
時
〜
17
時

●
相
談
電
話

　

☎
0
9
8
5-

55-

3
4
0
0 

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

1
月
21
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

1
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
・
面
接
相
談
は
事
前
の
予
約

が
必
要
。電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
。

相
談
に
関
す
る
秘
密
は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7

 

お
知
ら
せ

施
設
点
検
に
伴
う

青
井
岳
温
泉
臨
時
休
業

●
期
間　

2
月
4
日
㈬
〜
6
日
㈮

問　

青
井
岳
荘　

☎
57-

2
1
7
7

粗
大
ご
み
な
ど
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
次

の
期
間
は
、
個
人
、
事
業
者
に
か
か
わ
ら

ず
、
草
・
木
類
、
粗
大
ご
み（
木
製
家
具
、

布
団
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
）、
せ
ん
定
く

ず
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
再
利
用
可
能

な
木
製
家
具
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬

入
で
き
ま
す
。

●
期
間　

2
月
2
日
㈪
〜
3
月
10
日
㈫

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
搬
入
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
清
掃
工

場
へ
確
認
く
だ
さ
い

問　

清
掃
工
場　

☎
23-

0
2
7
7

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

20
年
4
月
1
日
か
ら
22
年
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
既
存
の
住
宅
の
窓
、
床
、
天

井
、
壁
な
ど
の
断
熱
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
3
分

の
1
減
額
し
ま
す
。

●
床
面
積　

1
戸
当
た
り
1
2
0
平
方
㍍

●
家
屋
の
条
件　

20
年
1
月
1
日
に
存
在

し
て
い
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

●
改
修
工
事
費　

改
修
費
が
30
万
円
以
上

●
改
修
工
事
の
内
容　

窓
、
床
、
天
井
、

壁
な
ど
の
断
熱
改
修
工
事
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適

合
す
る
こ
と

●
固
定
資
産
税
の
減
額
年
度　

工
事
完
了

年
の
翌
年
度
分
の
み
が
対
象

　

改
修
後
、
3
カ
月
以
内
に
建
築
士
、

指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
に
よ
る
証
明
書
を
添
付
し
て

申
告（
申
請
書
類
は
資
産
税
課
で
配
布
）

●
そ
の
他　

現
地
確
認
が
必
要
で
す
の

で
、
着
工
前
に
資
産
税
課
家
屋
担
当
ま
で

相
談
く
だ
さ
い

問　

資
産
税
課　

☎
23-

2
1
2
4

森
林
所
有
者
・
木
材
伐
採
業
者
の
皆
さ
ん
へ

立
木
伐
採
の
届
け
出
の
変
更
点

　

山
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
に
は
、

「
森
林
法
」
の
規
定
に
よ
り
伐
採
の
1
カ

月
前
ま
で
に
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
立
木
を
伐
採
す
る
人
と
伐

採
後
の
造
林
を
行
う
人
が
違
う
場
合
は
、

伐
採
す
る
人
と
森
林
所
有
者
と
の
連
名
で

の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問　

森
林
保
全
課　

☎
23-

2
1
5
2 

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
・
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
の
変
更

●
変
更
日　

1
月
15
日
㈭　

9
時
〜

●
新
し
い
番
号
・
対
応
時
間　

【
医
師
会
病
院
】
☎
39-

2
3
2
2

（
昼
夜
間
対
応
）

【
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
】
☎
39-

1
1
0
0

（
19
時
〜
翌
朝
7
時
ま
で
対
応
。
そ
れ
以

外
は
音
声
案
内
）
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お
知
ら
せ

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

を
21
年
度
に
行
い
ま
す
。
見
直
し
期
間

中
は
随
時
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

住
宅
や
畜
舎
な
ど
の
建
設
計
画
が
あ
る

人
は
21
年
3
月
ま
で
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
見
直
し
期
間　

4
月
〜
22
年
3
月

問　

農
政
課　

☎
23-

2
7
6
8

　
　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

平
成
21 
年
度
体
育
施
設

利
用
団
体
調
整
会
議

　

平
成
21
年
度
中
に
全
国
、
九
州
、
県
、

市
大
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、

日
程
を
検
討
の
上
、
利
用
計
画
書
を
都

城
地
区
施
設
協
会
に
提
出
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
26
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所 

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象 

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
ア
リ
ー
ナ
・
弓
道
場
・
遠
的
弓
道
場
）、

都
城
運
動
公
園（
体
育
館
・
陸
上
競
技

場
・
野
球
場
・
庭
球
場
・
武
道
館
）、

姫
城
公
園
運
動
広
場
、
志
和
池
市
民
広

場
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場

●
計
画
書
提
出
期
限　

１
月
26
日
㈪

●
そ
の
他

①
休
館
日（
毎
月
第
3
木
曜
日
・
年
末

年
始
）を
除
い
て
計
画
し
て
く
だ
さ
い

※
姫
城
公
園
運
動
広
場
、
志
和
池
市
民

広
場
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場
の

施
設
を
除
く

②
都
城
市
環
境
美
化
の
日（
7
月
第
4

日
曜
日
）
に
小
中
学
生
対
象
の
大
会

は
計
画
し
な
い
よ
う
協
力
く
だ
さ
い

問　

都
城
施
設
協
会 

☎
26-

7
1
3
3

市
営
住
宅

入
居
収
入
基
準
の
変
更

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ

れ
、
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
た
め
の
入

居
収
入
基
準
な
ど
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
4
月

か
ら
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
条
件
や

入
居
後
の
家
賃
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

●
入
居
申
し
込
み
が
で
き
な
く
な
る
人

一
般
世
帯
〜
収
入
月
額
15
万
8
、0
0

0
円
を
超
え
る
人

高
齢
・
障
が
い
者
世
帯（
裁
量
階
層
）〜
収

入
月
額
21
万
4
、0
0
0
円
を
超
え
る
人

※
21
年
3
月
31
日
以
前
に
入
居
し
た
人

に
は
5
年
間
の
緩
和
措
置
あ
り

問　

建
築
課　

☎
23-

3
1
0
5

国
民
年
金
保
険
料

申
請
免
除・納
付
猶
予

　

現
在
、
失
業
な
ど
の
経
済
的
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
所
得
水
準
に
応
じ
た
申
請
免
除
、

納
付
猶
予
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
過
去
に
未
納
が
あ
る
と
障
害
年
金

の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料（
月
額
）

4
分
の
1
免
除

1
万
8
1
0
円

半
額
免
除

7
、2
1
0
円

4
分
の
3
免
除

3
、6
0
0
円

全
額
免
除

0
円

納
付
猶
予（
30
歳
未
満
）

0
円

●
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額（
全
額

納
付
し
た
時
の
年
金
額
に
対
す
る
割
合
）

4
分
の
1
免
除

6
分
の
5

半
額
免
除

3
分
の
2

4
分
の
3
免
除

2
分
の
1

全
額
免
除

3
分
の
1

納
付
猶
予（
30
歳
未
満
）
年
金
計
算
な
し

●
そ
の
他　

国
か
ら
免
除
承
認
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
、
納
付
す
べ
き
一
部
を

納
付
し
な
け
れ
ば
、未
納
扱
い
に
な
り
、

年
金
給
付
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
除

さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
間
の
追
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
期
間
は
、

毎
年
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で
で
す

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
2
9

住
所
な
ど
の
変
更
届
け
出

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
が
変
更
に
な
っ

た
人
は
、
お
知
ら
せ
な
ど
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会

へ
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-
9
5
4
5

都
市
計
画
 （案）
の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に

つ
い
て
、
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
内
容　

都
市
計
画
道
路
の
変
更

3
・
6
・
53
号
菖
蒲
原
通
線（
千
町
・

年
見
町
地
内
）

●
期
間　

1
月
23
日
㈮
〜
2
月
6
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2

中
心
市
街
地

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
金

　

中
心
市
街
地
の
重
点
地
区
内
に
お
い

て
、
一
定
要
件
を
満
た
す
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
事
業
を
行
う
人（
企
業
）
に
、

店
舗
の
改
装
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象 

空
き
店
舗
の
要
件
を
満
た
し
、

小
売
り
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を

営
む
人（
企
業
）、
ま
た
は
営
も
う
と
す

る
人（
企
業
）

●
補
助
対
象
経
費　

店
舗
改
装
費

※
備
品
、
什
器（
じ
ゅ
う
き
）、
過
剰
な

改
装
費
な
ど
は
除
く

●
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の

1
以
内
で
、
最
高
限
度
額
1
0
0
万
円

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3
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市
政
広
報
番
組

「
住
め
ば
都
ん
じ
ょ
」

●
放
送
日
時　

１
月
31
日
㈯　

　
　
　
　
　
　

11
時
〜
11
時
15
分

●
タ
イ
ト
ル　
「
都
城
の
底
力
！ 

〜
選

ば
れ
る
理
由　

Vol・
3　

農
業
〜
」

●
内
容　

消
費
者
が
求
め
る
農
産
物
の

安
全
性
の
確
保
に
、
官
民
一
体
で
取
り

組
ん
で
い
る
都
城
の
農
業
の
今
を
紹
介

●
放
送
局　

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-
3
1
7
4 

特
別
慰
労
品
贈
呈
の
受
け
付
け
終
了

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次

の
対
象
者
に
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
3
月
31
日
で
贈
呈

の
受
け
付
け
が
終
了
し
ま
す
。
要
件
に

該
当
す
る
人
で
未
請
求
の
人
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
旧
軍
人
、

戦
後
強
制
抑
留
者
、
外
地
か
ら
の
引
き

揚
げ
者（
終
戦
の
日
ま
で
１
年
以
上
外

地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て

き
た
引
き
揚
げ
者
の
家
族
全
員
）

※
遺
族
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　

障
害
福
祉
課
窓
口

問　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
1
2
0-

2
3
4-

9
3
3

（
月
〜
金
曜
日
、 

9
時
15
分
〜
17
時
15
分
）

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
1/25
（日）

藤元早鈴病院（内） 25-1212
松山医院（内・呼・リュ） 24-1046
教山医院（内・小） 62-1205
よしかわクリニック（麻・整・内）23-9384
一心外科（外・胃・肛門・内）52-7788
北原医院（産・婦） 22-4133
荒武歯科医院 58-2069

2/1
（日）

おおくぼクリニック（内） 26-1500
有馬医院（内・小） 23-2610
あきづき医院（内・心内） 36-0534
宗正病院（外） 22-4380
ならはら皮膚科（皮膚） 22-1455
野田医院（産・婦） 24-8553
安楽歯科医院 24-1527

2/8
（日）

宇宿医院（内・小・胃） 25-9031
とくとめクリニック（内・循・消）26-1820
佐々木医院（内） 62-1103
福島外科（外・胃） 38-1633
姉川医院（皮・泌） 22-2205
小山田眼科（眼） 22-0710
一万城安楽歯科医院 26-1118

2/11
（水）

野辺医院（内・胃） 22-0153
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
海老原内科（内・小） 64-1211
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
ゆうクリニック（消・外・内） 46-6100
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
さくら歯科・小児歯科 46-3428

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
１/25 ㈰ コアファーマシー、プリマリー
2/１㈰ すずかけ、ひまわり
2/8㈰ つくし、都北町、薬研調剤
2/11 ㈬ さわやか、もちおさくら

今
年
５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
裁
判
員

制
度
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
裁

判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
…
。

今
回
は
、
裁
判
員
の
辞
退
が
認
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

Q
裁
判
員
は
辞
退
で
き
る
の
？

Ⓐ
裁
判
員
制
度
は
、
広
く
国
民
に
参
加
し

て
も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て

辞
退
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
参
加
す

る
人
の
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、
法
律
に
辞
退
事
由
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
と
て
も
重
要
な
仕
事
が

あ
り
、
自
分
で
処
理
し
な
け
れ
ば
著
し
い

損
害
が
生
じ
る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合

な
ど
で
、
単
に
仕
事
が
忙
し
い
と
い
う
だ

け
で
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Q
ど
う
い
う
人
が
辞
退
で
き
る
の
？

Ⓐ
70
歳
以
上
の
人
や
学
生
、
重
い
病
気
や

傷
害
が
あ
る
人
、
父
母
の
葬
式
へ
の
出
席

な
ど
、社
会
生
活
上
の
重
要
な
用
務
が
あ
っ

て
、
別
の
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
親
族
の
介
護
や
養
育
が
必

要
な
場
合
は
、
程
度
や
代
わ
り
の
人
が
い

る
か
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
、
裁
判
所
が

個
々
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
具
体
的
に
辞
退

を
認
め
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
じ
す
。

Q
裁
判
員
と
し
て
裁
判
所
に
行
く
た
め

に
会
社
を
休
む
と
、
会
社
内
で
不
利
益
を

受
け
な
い
の
？

Ⓐ
裁
判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を

理
由
に
、
会
社
が
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な

扱
い
を
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
選
任
手

続
期
日
に
出
向
く
場
合
も
同
じ
で
す
。
企

業
の
皆
さ
ん
に
は
、
従
業
員
が
裁
判
員
と

な
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

裁
判
員
の
た
め
の
休
暇
制
度
な
ど
裁
判
に

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

問　

宮
崎
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　

☎
0
9
8
5-

23-

2
2
6
3

第
４
回（
全
６
回
）
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「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

□“読み聞かせの部屋”に
 いらっしゃい！
　図書館では、毎月ボランティアグ
ループ（本とお話の会、おはなしの
へや“そらまめ”、都城おかしむじ会）
の皆さんによる読み聞かせを行って
います。
　参加費は無料で、申し込みも不要
ですので、気軽に参加ください。日程
は、このページや図書館ホームページ
（http://tosho .c ity .miyakonojo .
miyazaki . jp）などで確認してください。

本とお話の会
●日時　2月14日㈯  14：30～
●内容　ピノキオ（イタリアの話）
おはなしのへや“そらまめ”
●日時　１月22日㈭  11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　４人の語り部による方言を使った
昔話語りです。対象は、児童から大人
まで。
●日時　2月7日㈯  14：30～15：00
●内容　やまんばの産、かさじぞう、
　　　　鬼谷の話

いよいよ今年 5月から裁判員
制度が始まります。裁判員制
度について分かりやすく解説
した一冊。

日本独特の季節の移ろいに応
じた言葉、食べ物、行事など
を暮らしの中に取り入れて、日々
の生活に彩りを加えてみては？

折り紙、ストロー、レジ袋な
どを使って、部屋の中で揚げ
られるかわいいたこを作って
みませんか。

1
16

2
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

1
／
16
㈮

2
／
13
㈮

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
20
分
〜
15
時
30
分

1
／
17
㈯

2
／
14
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

1
／
20
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

1
／
21
㈬

2
／
12
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

1
／
22
㈭

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
20
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
40
分
〜
16
時
00
分

1
／
24
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

市
営
一
万
城
北
団
地

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

1
／
27
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

1
／
28
㈬

安
久
小
学
校

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

13
時
10
分
〜
13
時
50
分

14
時
20
分
〜
15
時
15
分

15
時
30
分
〜
16
時
00
分

1
／
29
㈭

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
15
時
50
分

2
／
4
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

2
／
6
㈮

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

2
／
7
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

休館日：１月19日、26日、2月2日、5日、9日、11日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

「
親
子
で
つ
く
る
た
こ
の
本

 

た
こ
あ
が
る
か
な
」

「
図
解　

知
り
た
い
ト
コ
だ
け
！

 

つ
か
み
取
り「
裁
判
員
」の
超
ツ
ボ
！
」

吉田繁實（著）
青春出版社（出版）

「
和
の
暮
ら
し
術
１

 

歳
時
記
の
あ
る
暮
ら
し
」

坂東真理子（監修）
JTBパブリッシング（出版）

秋山幸雄（作）
三枝祥子（絵）
福音館書店（出版）



●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中
から一部を紹介します。また、皆さんから寄せられた
ご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かし
ていきます。

読者の
一言

冬のおじいさん
　皆さんは年末年始はどう過ごしましたか？　私は
国に帰らなかったけど、モンゴルも新年歓迎イベン
トで盛り上がったよ。そういえば、モンゴルではサ
ンタじゃなくて「冬のおじいさん」が来るよ。デー
ル（民族衣装）、モンゴルの帽子、長いマントを身
に付けて、つえをついた白いひげのおじいさんなの。
雪氷の国から馬そりに乗って来るんだ。おじいさん
の付き添いは雪娘で、子どもたちにプレゼントをあ
げる時に手伝いをする。また、冬のおじいさんは
新しい年を連れてくる。「今年、皆よく頑張ったの
で、おじいさんはこんなにたくさんのプレゼントを
持って来たよ。そして、新しい年も連れてきたよ。
今年も頑張ってね」と言い、古い年（去年）を連れ
て雪氷の国に帰る。私は子どものとき、冬のおじい
さんが来ないと新年が来ないと思っていたので、す
ごく寒くなったり吹雪になったりすると、おじいさん
はちゃんと来れるかな？  って心配していた。
　皆さんも年末年始モンゴルで過ごせば、冬のお
じいさんを見ることができるよ。他の国にいない、
年に一度しか見られない珍しい人なので、会いに行
くかいがあるかもしれないね。

ツェンデスレンさん
（モンゴル）　Vol.11・定年後、安い旅行プランを見つけては、夫婦で出

掛けています。これからも元気なことに感謝して、エ
ンジョイしたいと思います。 （郡元町　Mさん）

・山田町のかかしフェスティバルに行ってきました。人
気キャラクターを取り上げたものやユニークな作品な
ど、時間を忘れて見入ってしまいました。
 （下川東2丁目　Ｔさん）

・息子は高校3年生で、春には親元を巣立っていきま
す。これからは自分の人生を楽しみたいと思います。
さて何から始めようか。 （早水町　アッコちゃん）

・職場で健康診断があります。まだ間に合うと思い、
メタボに引っ掛からないように、腹筋を始めました。
若いころのようにはいかず苦戦していますが、頑張
ります。 （鷹尾4丁目　ののちゃん）

・福岡で6年間保育士として働き、昨年、都城に帰っ
てきました。都城は空気がきれいで、一番良いと再
認識しました。 （金田町　Ｋさん）

・11月号の「認知症でもだいじょうぶな町づくり」を読
みました。自分もいつなるか分からない病気。知
識があるのとないのとでは大きな差になると思いまし
た。 （野々美谷町　むっちゃん）



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント
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⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 イベントカレンダー

※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日
（１月24日は住民票などの発行業務は行いません）
・新収蔵作品展「新しい物語のはじまり」（～2月22日）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　1月19日、26日、2月2日、9日

□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・世界天文年スタート　“君もガリレオ„ キャンペーン
　「冬の星座を楽しもう」（金・土曜日 19：00～22：00）

※1月16日
　～2月15日の日程

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.37　

2009
年
1
月
号
）Vol.37

1月

18日㈰
9:45～

高崎クロスカントリー大会
［高崎総合公園多目的広場］
問高崎教育課　☎ 62-1111

21日㈬
 ～25日㈰

県教職員互助会美術展
［交流プラザ］
問㈳県教職員互助会 ☎ 0985-29-1242

25日㈰
10:00    
～12:00

【体験型講座】劇的サプリメント
「ここらで一

いった ん

旦、人生のあそび方」
［総合文化ホール］
問総合文化ホール　☎ 23-7140

2月

1日㈰
 10:00～

南九州駅伝競走大会　
［えびの市真幸地区体育館～都城市役所］
問スポーツ振興課　☎ 23-9546

6日㈮
 ～8日㈰

特別支援学級・特別支援学校合同作品展
［交流プラザ］
問県特別支援教育研究連合都北地区研
究会　☎ 22-3430（南小・立元さん）

8日㈰
8:00    
～11:00

都城ぼんち市　
［東中町通り］
問都城商工会議所　☎ 23-0001

13日㈮
 ～22日㈰

ＪリーグFC東京都城キャンプ
［高城運動公園］
問商業観光課　☎ 23-2615

1/18
～2/15
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編 集 後 記
　気が付けばもう2009年。毎年感じることですが、
年々時間が過ぎるのが早くなっているような気がしま
す。一説には新陳代謝の良さと時間の流れの速さは反
比例するとか。つまり、新陳代謝の良い子どもは時間
を長く感じ、反対に年をとると短く感じるそうです。
昨年の流行語にもなったアラフォー世代（40歳前後）
の私、すっかり貫録が出てきたおなか回りを見て今年
こそはと思う年明けです。（一）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤23：30～（月～金曜日） 24：30～（土・日曜日）

＜今後の放送予定＞
１月21日～ 30日
　「南九州駅伝競走大会」
2月 1日～ 10日
　「生涯学習フェスティバル」
2月11日～ 20日
　「春の火災予防週間」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
今
月
号
の
表
紙
で
紹
介
し
た
、
1
月
7
日
前
後

に
行
わ
れ
て
い
る
正
月
の
風
物
詩
は「
○
○
○
○

カ
ッ
コ
」（
本
㌻
参
照
）

■問
②「
人
の
風
景
」
で
紹
介
し
た｢

現
代
の
名
工
」
に
選

ば
れ
た
永
野
正
行
さ
ん
は
何
の
職
人
？

■問
③
あ
な
た
の
2
0
0
8
年
の
最
大
の
出
来
事
は
？

　
　
（
自
由
回
答
）

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
1
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役
所

秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

完
熟
き
ん
か
ん
１
㌔

（
ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
産
品
推
奨
品
）

◎
商
品
取
扱
事
業
者

Ｊ
Ａ
ア
ト
ム

☎
24-

2
2
0
0

◎
応
募
締
切　

2
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
3
月
号

◎
11
月
号
当
選
者　

福
留　

き
よ
子
さ
ん（
菖
蒲
原
町
）

　

毎
月
応
募
し
て
、
初
め
て
当
選
し
ま
し
た
。
景
品
は
、

家
族
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
女
性
消
防

団
員
な
の
で
、
1
月
に
行
わ
れ
る
出
初
め
式
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。

□
11
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
46
通

◎
正
解　

①
文
化

　
　
　
　

②
Ａ
Ｌ
Ｔ

　
　
　
　

③
環
境

●都城市現住人口

平成20年12月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 70,154世帯（　　　31）
人口総数　168,656人 　（　　 -15）
　　　男　 79,014人 　（　　　 7）
　　　女　 89,642人 　（　　 -22）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

一年の無病息災を祈って ～オネッコカッコ～
　市内各地で1月7日前後に行われている正月の風
物詩。「どんど焼き」と呼ばれている地域もあり
ます。モウソウ竹や材木などを組み、中に竹ザサ
やしめ縄・門松などを敷きこんだやぐらから燃え
上がった火柱を見上
げたり、その炎で焼
いたもちをほおばっ
たりしながら、人々
は一年の無病息災を
祈ります。（写真は梅
北町麓地区の様子）
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集
・
発
行
／
都
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市
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都城
島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

  平成16年に都城島津家から都城市が寄贈を受
けた「都城島津家史料」約１万点を有効活用
するため、市では平成21年まで詳細な調査を
行い、目録を作成します

名宝
その8

　都城の風土、名所・旧
跡、地名の由来、さらに
古文書や石塔なども収
録された、都城の百科全
書といわれる「庄内地理
志」。都城島津家第22代
久倫が、寛政10（1798）
年に「庄内旧伝編集方」
を設置し、調査を始めた
のが編さんの始まりで、領
内をくまなく歩き回ってまとめられた資料は、現在で
も高く評価されています。
　久倫の死後、この作業は第23代久統に引き継が
れ、開始から約30年の歳月をかけて完成。113巻
が編さんされ、102巻が現存しています。

ひさとも

ひさとも

ひさのり

▲第22代島津久倫

庄内地理志
しょうないちりし

●日時：１月25日㈰　10：00～12：00
●会場：都城市総合文化ホール 和室
●参加料：1,000円　※中・高校生800円　
●問い合わせ：都城市総合文化ホール
　　　　　　　TEL23-7140

INFORMATION

「ここらで一旦、
　　人生のあそび方」

【体験型講座】劇的サプリメント
いったん

劇団こふく劇場の進行で、
大人向けのリフレッシュ講座を開催。
体や言葉を使ったいろんなゲームで、
遊ぶ、遊ぶ、とにかく遊ぶ…。
気軽に参加ください。

【身体の一部で人とつながるゲーム】

●日時：３月20日㈮ 開場18：30  開演19：00
●会場：ウエルネス交流プラザ ムジカホール 
　　　　※託児サービス（事前予約 700円）
●料金：一般4,000円　小～高校生2,500円
　　　　（全席指定）
　　　　※未就学児は入場不可
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26-7770 
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交プラ
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